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( 5 7 ) 【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 横 長 か つ 薄 幅 の ハ ウ ジ ン グ を 備 え 、
　 前 記 ハ ウ ジ ン グ は 、 互 い に 連 通 す る 収 納 室 と 吸 気 口 と 排 気 口 と を 備 え 、
　 前 記 収 納 室 内 は 、 電 動 フ ァ ン を 備 え 、
　 前 記 ハ ウ ジ ン グ の 長 手 方 向 一 端 に は 、 マ ス ク の 側 方 か ら 挿 入 さ れ る 前 記 ハ ウ ジ ン グ を 前  
記 マ ス ク の 側 方 端 に お い て 挟 持 す る た め の ク リ ッ プ を 備 え 、
　 前 記 吸 気 口 は 前 記 電 動 フ ァ ン の 回 転 軸 方 向 の 上 部 に 設 け ら れ る 突 起 部 に 設 け ら れ て な り 、
　 前 記 排 気 口 は ク リ ッ プ の 前 記 ハ ウ ジ ン グ の 長 手 方 向 他 端 部 に 設 け ら れ て な り 、
　 前 記 横 長 の ハ ウ ジ ン グ は 、 前 記 ク リ ッ プ に て マ ス ク の 側 方 端 に 挟 持 し 固 定 す る と 、 前 記  
ハ ウ ジ ン グ の 長 手 方 向 他 端 部 は 口 角 近 傍 に 位 置 す る 程 度 の 全 長 を 備 え て な る
こ と を 特 徴 と す る マ ス ク 用 換 気 装 置 。
【 請 求 項 ２ 】
　 前 記 吸 気 口 は 前 記 突 起 部 の 側 面 に 設 け ら れ て な る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の マ  
ス ク 用 換 気 装 置 。
【 請 求 項 ３ 】
前 記 ハ ウ ジ ン グ の 長 手 方 向 長 さ は ５ ０ ｍ ｍ 乃 至 ８ ０ ｍ ｍ 程 度 で あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求  
項 １ 又 は ２ に 記 載 の マ ス ク 用 換 気 装 置 。
【 請 求 項 ４ 】
前 記 ハ ウ ジ ン グ は 、 上 側 ハ ウ ジ ン グ と 下 側 ハ ウ ジ ン グ と を 備 え 、

請求項の数　7　（全10頁）
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  前 記 上 側 ハ ウ ジ ン グ と 前 記 下 側 ハ ウ ジ ン グ は 、 前 記 収 納 室 を 形 成 す る よ う に 囲 み 、
  前 記 突 起 部 は 、 前 記 上 側 ハ ウ ジ ン グ に 設 け ら れ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 又 は ２ に 記  
載 の マ ス ク 用 換 気 装 置 。
【 請 求 項 ５ 】
前 記 ハ ウ ジ ン グ は 、 上 側 ハ ウ ジ ン グ と 下 側 ハ ウ ジ ン グ と を 備 え 、
  前 記 上 側 ハ ウ ジ ン グ と 前 記 下 側 ハ ウ ジ ン グ は 、 前 記 収 納 室 を 形 成 す る よ う に 囲 み 、
  前 記 突 起 部 は 、 前 記 上 側 ハ ウ ジ ン グ に 設 け ら れ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ３ に 記 載 の マ  
ス ク 用 換 気 装 置 。
【 請 求 項 ６ 】
前 記 電 動 フ ァ ン は 、 羽 根 と 、 回 転 軸 と 、 軸 ス リ ー ブ と 、 駆 動 装 置 と を 備 え 、
  前 記 軸 ス リ ー ブ が 前 記 下 側 ハ ウ ジ ン グ に 固 定 装 着 さ れ 、
  前 記 回 転 軸 が 前 記 軸 ス リ ー ブ を 貫 通 す る よ う に 設 け ら れ 、
  前 記 羽 根 が 前 記 回 転 軸 に 固 定 接 続 さ れ 、
  前 記 駆 動 装 置 が 前 記 下 側 ハ ウ ジ ン グ に 装 着 さ れ 、
  前 記 駆 動 装 置 が 前 記 羽 根 に 接 続 さ れ 前 記 羽 根 の 回 転 を 駆 動 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項  
４ に 記 載 の マ ス ク 用 換 気 装 置 。
【 請 求 項 ７ 】
前 記 電 動 フ ァ ン は 、 羽 根 と 、 回 転 軸 と 、 軸 ス リ ー ブ と 、 駆 動 装 置 と を 備 え 、
  前 記 軸 ス リ ー ブ が 前 記 下 側 ハ ウ ジ ン グ に 固 定 装 着 さ れ 、
  前 記 回 転 軸 が 前 記 軸 ス リ ー ブ を 貫 通 す る よ う に 設 け ら れ 、
  前 記 羽 根 が 前 記 回 転 軸 に 固 定 接 続 さ れ 、
  前 記 駆 動 装 置 が 前 記 下 側 ハ ウ ジ ン グ に 装 着 さ れ 、
  前 記 駆 動 装 置 が 前 記 羽 根 に 接 続 さ れ 前 記 羽 根 の 回 転 を 駆 動 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項  
５ に 記 載 の マ ス ク 用 換 気 装 置 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 考 案 は 、 呼 吸 用 保 護 具 の 技 術 分 野 に 関 連 し 、 特 に マ ス ク 用 換 気 装 置 に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 あ る 場 合 に は 、 空 気 中 の 塵 埃 、 細 菌 又 は ウ ィ ル ス が 呼 吸 系 を 介 し て 体 内 に 進 入 す る こ と  
を 防 止 し て 体 の 健 康 を 保 つ よ う に 、 人 々 は マ ス ク を 着 用 す る 必 要 が あ る 。 マ ス ク は 常 に 人  
の 顔 を 囲 ん で 呼 吸 用 空 間 を 形 成 す る 。 マ ス ク の 遮 蔽 に よ り 、 マ ス ク 外 の 新 鮮 な 空 気 が 呼 吸  
用 空 間 に 進 入 し 難 く 、 呼 吸 用 空 間 内 の 濁 っ た 空 気 が マ ス ク 外 に 排 出 し 難 い た め 、 ユ ー ザ の  
呼 吸 が 困 難 に な り 、 マ ス ク の 着 用 が ユ ー ザ の 呼 吸 の 快 適 性 に 影 響 す る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 従 来 、 こ の よ う な 課 題 に 関 連 し て 、 例 え ば 、 実 用 新 案 登 録 第 ３ ２ ２ ８ ７ ３ ３ 号 （ 特 許 文  
献 １ ） に 記 載 の マ ス ク 用 フ ァ ン が 公 知 で あ る 。 前 記 マ ス ク 用 フ ァ ン は 、 人 物 が 顔 に 着 用 す  
る マ ス ク の 内 部 に 装 着 さ れ る マ ス ク 用 フ ァ ン で あ っ て 、 所 定 の 厚 み を 有 し 、 表 裏 面 が 形 成  
さ れ た 略 板 形 状 の フ ァ ン ユ ニ ッ ト と 、 フ ァ ン ユ ニ ッ ト の 周 囲 を 覆 っ て 当 該 フ ァ ン ユ ニ ッ ト  
を 内 部 に 収 容 す る 中 空 の カ バ ー と 、 を 備 え る 。 フ ァ ン ユ ニ ッ ト は 、 表 面 側 に 気 体 を 吸 い 込  
む 吸 い 込 み 部 を 有 す る と 共 に 、 厚 み 部 分 に 位 置 す る 側 面 の 一 部 に 気 体 を 吹 き 出 す 吹 き 出 し  
部 を 有 し 、 カ バ ー は 、 フ ァ ン ユ ニ ッ ト の 吸 い 込 み 部 を 覆 う 面 に 、 外 部 と 内 部 と を 連 通 さ せ  
る 吸 い 込 み 口 を 有 す る と 共 に 、 フ ァ ン ユ ニ ッ ト の 吹 き 出 し 部 を 覆 う 側 面 に 、 外 部 と 内 部 と  
を 連 通 さ せ る 吹 き 出 し 口 を 有 し 、 カ バ ー の 吸 い 込 み 口 が 形 成 さ れ た 面 が マ ス ク の 内 面 に 対  
向 し て 、 マ ス ク の 内 部 に 装 着 さ れ る よ う 構 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
【 文 献 】 実 用 新 案 登 録 第 ３ ２ ２ ８ ７ ３ ３ 号   図 ２ ， 図 ４
【 発 明 の 概 要 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
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【 ０ ０ ０ ５ 】
　 本 発 明 は 、 従 来 技 術 に 存 在 し て い る 前 記 マ ス ク 着 用 の 快 適 性 に 関 す る 課 題 に 鑑 み て な さ  
れ た も の で あ り 、 マ ス ク 着 用 の 快 適 性 を 改 善 す る マ ス ク 用 換 気 装 置 を 提 供 す る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ６ 】
本 発 明 の 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 は 、 以 下 の 通 り で あ る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 本 発 明 は 、 そ の 一 例 を 挙 げ る な ら ば 、 マ ス ク 用 換 気 装 置 で あ っ て 、 互 い に 連 通 す る 収 納  
室 と 吸 気 口 と 排 気 口 と を 備 え 、 且 つ 吸 気 端 及 び 排 気 端 を 有 し 、 前 記 吸 気 口 及 び 前 記 排 気 口  
が そ れ ぞ れ 前 記 吸 気 端 及 び 前 記 排 気 端 に 設 け ら れ た ハ ウ ジ ン グ と 、 前 記 収 納 室 内 の 前 記 吸  
気 端 に 装 着 さ れ た 電 動 フ ァ ン と 、 前 記 ハ ウ ジ ン グ に 接 続 さ れ 、 マ ス ク を 挟 持 す る た め の ク  
リ ッ プ と 、 を 備 え る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 上 記 態 様 に か か る マ ス ク 用 換 気 装 置 に お い て 、 前 記 ク リ ッ プ は 、 前 記 吸 気 端 に 接 続 さ れ  
且 つ 前 記 排 気 端 に 向 い て 延 伸 す る 片 持 ち ア ー ム を 有 す る 。 マ ス ク 用 換 気 装 置 の 全 長 は 、 ユ  
ー ザ が ハ ウ ジ ン グ を マ ス ク の 右 側 の 辺 か ら 呼 吸 用 空 間 内 に 挿 入 す る 場 合 、 前 記 ク リ ッ プ が  
マ ス ク の 外 側 に 位 置 し 、 排 気 口 が ハ ウ ジ ン グ の 下 部 に 位 置 す る た め 、 排 気 口 か ら 排 出 さ れ  
た 空 気 は 直 接 に 鼻 孔 に 吹 く こ と が な い よ う に で き る 、 ５ ０ ｍ ｍ 乃 至 ８ ０ ｍ ｍ 程 度 の 長 さ が  
好 ま し い 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 上 記 態 様 に か か る マ ス ク 用 換 気 装 置 に お い て 、 前 記 ハ ウ ジ ン グ に は 、 前 記 片 持 ち ア ー ム  
に 向 い て 突 起 す る 突 起 部 が 設 け ら れ 、 前 記 吸 気 口 は 、 前 記 突 起 部 に 設 け ら れ る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 上 記 態 様 に か か る マ ス ク 用 換 気 装 置 に お い て 、 前 記 ハ ウ ジ ン グ は 、 上 側 ハ ウ ジ ン グ と 下  
側 ハ ウ ジ ン グ と を 備 え 、 前 記 上 側 ハ ウ ジ ン グ と 前 記 下 側 ハ ウ ジ ン グ は 、 前 記 収 納 室 を 形 成  
す る よ う に 囲 み 、 前 記 突 起 部 は 、 前 記 上 側 ハ ウ ジ ン グ に 設 け ら れ る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 上 記 態 様 に か か る マ ス ク 用 換 気 装 置 に お い て 、 前 記 片 持 ち ア ー ム は 、 前 記 下 側 ハ ウ ジ ン  
グ に 接 続 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 上 記 態 様 に か か る マ ス ク 用 換 気 装 置 に お い て 、 前 記 下 側 ハ ウ ジ ン グ に 仕 切 板 が 設 け ら れ  
、 該 仕 切 板 に よ っ て 前 記 収 納 室 は 通 気 室 と 回 路 室 に 区 画 さ れ 、 前 記 電 動 フ ァ ン は 前 記 通 気  
室 内 に 装 着 さ れ 、 前 記 吸 気 口 及 び 前 記 排 気 口 は 、 い ず れ も 前 記 通 気 室 に 連 通 す る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 上 記 態 様 に か か る マ ス ク 用 換 気 装 置 に お い て 、 回 路 基 板 と 電 池 と を さ ら に 備 え 、 前 記 回  
路 基 板 及 び 前 記 電 池 は 、 い ず れ も 前 記 回 路 室 内 に 装 着 さ れ 、 前 記 仕 切 板 に は 、 回 線 通 過 用  
切 欠 き が 設 け ら れ た 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 上 記 態 様 に か か る マ ス ク 用 換 気 装 置 に お い て 、 キ ー と Ｕ Ｓ Ｂ イ ン タ ー フ ェ ー ス と を さ ら  
に 備 え 、 前 記 キ ー 及 び 前 記 Ｕ Ｓ Ｂ イ ン タ ー フ ェ ー ス は 、 い ず れ も 前 記 回 路 基 板 に 電 気 的 に  
接 続 さ れ 、 前 記 下 側 ハ ウ ジ ン グ に は 、 前 記 キ ー と 前 記 Ｕ Ｓ Ｂ イ ン タ ー フ ェ ー ス を そ れ ぞ れ  
露 出 さ せ る キ ー 孔 と イ ン タ ー フ ェ ー ス 孔 が 設 け ら れ た 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 上 記 態 様 に か か る マ ス ク 用 換 気 装 置 に お い て 、 前 記 電 動 フ ァ ン は 、 羽 根 と 、 回 転 軸 と 、  
軸 ス リ ー ブ と 、 駆 動 装 置 と を 備 え 、 前 記 軸 ス リ ー ブ が 前 記 下 側 ハ ウ ジ ン グ に 固 定 装 着 さ れ  
、 前 記 回 転 軸 が 前 記 軸 ス リ ー ブ を 貫 通 す る よ う に 設 け ら れ 、 前 記 羽 根 が 前 記 回 転 軸 に 固 定  
接 続 さ れ 、 前 記 駆 動 装 置 が 前 記 下 側 ハ ウ ジ ン グ に 装 着 さ れ 、 前 記 駆 動 装 置 が 前 記 羽 根 に 接  
続 さ れ 前 記 羽 根 の 回 転 を 駆 動 す る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 上 記 態 様 に か か る マ ス ク 用 換 気 装 置 に お い て 、 前 記 電 動 フ ァ ン は 、 止 め 輪 と 、 シ ー ル リ  
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ン グ と を 備 え 、 前 記 駆 動 装 置 は 、 協 働 す る モ ー タ と マ グ ネ ッ ト リ ン グ と を 備 え 、 前 記 モ ー  
タ が 前 記 下 側 ハ ウ ジ ン グ に 固 定 装 着 さ れ 、 前 記 マ グ ネ ッ ト リ ン グ が 前 記 羽 根 に 固 定 接 続 さ  
れ 、 前 記 回 転 軸 の 一 端 が 前 記 羽 根 に 接 続 さ れ 、 他 端 が 前 記 止 め 輪 に 接 続 さ れ 、 前 記 軸 ス リ  
ー ブ が 前 記 羽 根 と 前 記 止 め 輪 と の 間 に 配 置 さ れ 、 前 記 シ ー ル リ ン グ は 、 前 記 回 転 軸 に お い  
て 前 記 羽 根 と 前 記 軸 ス リ ー ブ と の 間 に 配 置 さ れ る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ １ ７ 】
　 従 来 技 術 に 比 べ て 、 本 発 明 は 、 主 に 以 下 の 有 利 な 効 果 を 奏 す る 。
　 本 発 明 に よ れ ば 、 前 記 マ ス ク 用 換 気 装 置 は 、 前 記 ク リ ッ プ に よ り マ ス ク に 挟 持 さ れ る も  
の で あ り 、 マ ス ク に 囲 ま れ て 形 成 さ れ た 呼 吸 用 空 間 内 に 、 前 記 電 動 フ ァ ン の 駆 動 に よ り 、  
マ ス ク 外 の 新 鮮 な 空 気 が 素 早 く マ ス ク を 介 し て 前 記 呼 吸 用 空 間 内 に 進 入 し 、 呼 吸 用 空 間 内  
の 濁 っ た 空 気 が 素 早 く マ ス ク 外 に 排 出 さ れ る よ う に 、 呼 吸 用 空 間 内 の 空 気 流 通 速 度 を 向 上  
さ せ る た め 、 ユ ー ザ の 呼 吸 に サ ポ ー ト し 、 マ ス ク 着 用 時 の 快 適 性 を 改 善 す る こ と が で き る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ １ ８ 】
　 本 願 の 発 明 を よ り 明 確 に 説 明 す る た め に 、 以 下 は 実 施 例 に 用 い ら れ る 図 面 を 簡 潔 に 説 明  
す る 。 以 下 の 説 明 に お け る 図 面 は 、 明 ら か に 本 願 の 実 施 例 の 図 面 で あ り 、 当 業 者 に と っ て  
、 知 的 創 造 活 動 を 必 要 と し な い 前 提 で 、 こ れ ら 図 面 に よ り 他 の 図 面 を 得 ら れ る 。
【 図 １ 】 本 発 明 に 係 る マ ス ク 用 換 気 装 置 の 構 造 概 略 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 本 発 明 に 係 る マ ス ク 用 換 気 装 置 の 分 解 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 本 発 明 に 係 る マ ス ク 用 換 気 装 置 の 断 面 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 本 発 明 に 係 る 下 側 ハ ウ ジ ン グ の 構 造 概 略 図 で あ る 。
【 図 ５ 】 （ ａ ） は 、 本 発 明 に か か る マ ス ク 用 換 気 装 置 を マ ス ク に 装 着 し た 側 方 か ら の 概 略  
図 で あ り 、 （ ｂ ） は 装 着 状 態 を 上 か ら み た 概 略 図 で あ る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 形 態 】
【 ０ ０ １ ９ 】
　 別 に 定 義 さ れ た も の を 除 い て 、 本 願 に 使 用 さ れ て い る 技 術 用 語 及 び 科 学 用 語 は 、 本 分 野  
の 当 業 者 に 通 常 に 認 識 さ れ る 意 味 と 同 一 で あ る 。 本 願 の 明 細 書 に 使 用 さ れ て い る 用 語 は 具  
体 的 な 実 施 例 を 説 明 す る た め の も の で あ り 、 本 願 の 限 定 の 役 割 を 果 た さ な い 。 本 願 の 明 細  
書 、 特 許 請 求 の 範 囲 及 び 前 記 図 面 の 説 明 に お け る 用 語 の 「 備 え る 」 、 「 有 す る 」 及 び そ れ  
ら の い ず れ の 変 形 も 、 排 他 的 で は な い 包 含 を カ バ ー す る こ と を 目 的 と す る 。 本 願 の 明 細 書  
と 特 許 請 求 の 範 囲 又 は 前 記 図 面 に お け る 用 語 の 「 第 一 」 、 「 第 二 」 な ど は 、 異 な る 対 象 を  
識 別 す る た め の も の で あ り 、 特 定 の 順 番 を 表 す も の で は な い 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 本 願 に 「 実 施 例 」 が 言 及 さ れ る こ と は 、 実 施 例 に つ い て 記 載 さ れ た 特 定 の 特 徴 、 構 造 又  
は 特 性 が 本 願 の 少 な く と も 1 つ の 実 施 例 に 含 ま れ る こ と を 意 味 し て い る 。 明 細 書 中 の 該 単  
語 の 各 々 は 必 ず し も 同 一 の 実 施 例 を 表 す と は 限 ら ず 、 他 の 実 施 例 と 相 互 に 排 他 的 な 独 立 の  
又 は 候 補 の 実 施 例 で は な い 。 当 業 者 の 明 ら か 及 び 暗 示 的 な 理 解 に よ り 分 か る よ う に 、 本 願  
に 記 載 の 実 施 例 は 他 の 実 施 例 と 組 み 合 わ せ る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 図 １ は 、 本 発 明 に 係 る マ ス ク 用 換 気 装 置 １ ０ ０ の 構 造 概 略 図 で あ る 。 図 ２ は 、 本 発 明 に  
係 る マ ス ク 用 換 気 装 置 １ ０ ０ の 分 解 図 で あ る 。 図 ３ は 、 本 発 明 に 係 る マ ス ク 用 換 気 装 置 １  
０ ０ の 断 面 図 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 図 １ ～ ３ に 示 す よ う に 、 本 発 明 の 好 ま し い 実 施 例 は 、 ハ ウ ジ ン グ １ ０ と 、 電 動 フ ァ ン ２  
０ と 、 ク リ ッ プ ３ ０ と 、 回 路 基 板 ４ １ と 、 電 池 ４ ２ と 、 キ ー ４ ３ と 、 Ｕ Ｓ Ｂ イ ン タ ー フ ェ  
ー ス ４ ４ と を 備 え た マ ス ク 用 換 気 装 置 １ ０ ０ を 提 供 す る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 ハ ウ ジ ン グ １ ０ は 、 互 い に 連 通 す る 収 納 室 と 吸 気 口 １ ０ １ と 排 気 口 １ ０ ２ と を 備 え 、 且  
つ 吸 気 端 及 び 排 気 端 を 有 し 、 吸 気 口 １ ０ １ 及 び 排 気 口 １ ０ ２ が そ れ ぞ れ 吸 気 端 及 び 排 気 端  
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に 設 け ら れ て い る 。 電 動 フ ァ ン ２ ０ は 、 収 納 室 内 の 吸 気 端 に 装 着 さ れ る 。 ク リ ッ プ ３ ０ は  
、 マ ス ク を 挟 持 す る た め の も の で あ り 、 ハ ウ ジ ン グ １ ０ に 接 続 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 前 記 ハ ウ ジ ン グ １ ０ は 横 長 の 薄 幅 に 形 成 さ れ て お り 、 例 え ば 、 横 の 長 さ （ 全 長 ） は ６ ５  
ｍ ｍ 程 度 で あ り 、 縦 の 長 さ は ３ ５ ｍ ｍ 程 度 で あ り 、 （ 厚 さ ） 幅 は １ ４ ｍ ｍ 程 度 、 後 述 す る  
突 起 部 １ １ １ が 設 け ら れ る 箇 所 の 幅 は １ ７ ｍ ｍ 程 度 に 形 成 さ れ る 。 一 方 、 前 記 ク リ ッ プ ３  
０ は 、 幅 が １ ５ ｍ ｍ 程 度 の 幅 広 に 形 成 さ れ て お り 、 マ ス ク の 装 着 面 積 が 大 き く な る よ う に  
形 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 本 実 施 例 で は 、 マ ス ク 用 換 気 装 置 １ ０ ０ は 、 マ ス ク の 側 方 か ら マ ス ク 内 に 差 し 入 れ 、 ク  
リ ッ プ ３ ０ に よ り マ ス ク に 挟 持 さ れ る も の で あ り 、 マ ス ク に 囲 ま れ て 形 成 さ れ た 呼 吸 用 空  
間 内 に 、 電 動 フ ァ ン ２ ０ の 駆 動 に よ り 、 マ ス ク 外 の 新 鮮 な 空 気 が 素 早 く マ ス ク を 介 し て 前  
記 呼 吸 用 空 間 内 に 進 入 し 、 呼 吸 用 空 間 内 の 濁 っ た 空 気 が 素 早 く マ ス ク 外 に 排 出 さ れ る よ う  
に 、 呼 吸 用 空 間 内 の 空 気 流 通 速 度 を 向 上 さ せ る た め 、 ユ ー ザ の 呼 吸 に サ ポ ー ト し 、 マ ス ク  
着 用 時 の 快 適 性 を 改 善 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 ハ ウ ジ ン グ １ ０ は 、 互 い に 連 通 す る 収 納 室 と 吸 気 口 １ ０ １ と 排 気 口 １ ０ ２ と を 備 え 、 且  
つ 吸 気 端 及 び 排 気 端 を 有 し 、 吸 気 口 １ ０ １ 及 び 排 気 口 １ ０ ２ が そ れ ぞ れ 吸 気 端 及 び 排 気 端  
に 設 け ら れ て い る 。 空 気 は 、 ハ ウ ジ ン グ １ ０ の 一 端 か ら 収 納 室 内 に 進 入 し て 、 他 端 か ら 排  
出 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 ク リ ッ プ ３ ０ は 、 マ ス ク を 挟 持 す る た め の も の で あ り 、 ハ ウ ジ ン グ １ ０ に 接 続 さ れ る 。  
ク リ ッ プ ３ ０ は 、 吸 気 端 に 接 続 さ れ 且 つ 排 気 端 に 向 い て 延 伸 す る 片 持 ち ア ー ム を 有 す る 。  
ク リ ッ プ ３ ０ は 、 マ ス ク の 左 右 両 側 の 辺 か ら 挿 入 さ れ 、 マ ス ク に 固 定 さ れ る よ う に な り 、  
吸 気 口 １ ０ １ と 排 気 口 １ ０ ２ が い ず れ も マ ス ク が 顔 を 囲 ん で な る 呼 吸 用 空 間 内 に 位 置 し 、  
排 気 口 １ ０ ２ が 鼻 孔 と 口 腔 の 近 く に 位 置 す る 。 排 気 口 １ ０ ２ の 開 口 方 向 は 、 吸 気 口 １ ０ １  
か ら 離 れ る 方 向 に 沿 う 。 収 納 室 内 の 空 気 は 、 吸 気 端 か ら 排 気 端 に 向 か う 方 向 に 沿 っ て 吹 き  
出 さ れ る た め 、 空 気 の 流 通 速 度 の 向 上 に 有 利 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 ハ ウ ジ ン グ １ ０ に は 、 片 持 ち ア ー ム に 向 い て 突 起 す る 突 起 部 １ １ １ が 設 け ら れ 、 吸 気 口  
１ ０ １ が 突 起 部 １ １ １ の 側 面 に 設 け ら れ る 。 こ れ に よ り 、 マ ス ク は 、 前 記 突 起 部 の 上 面 と  
接 触 し 、 前 記 吸 気 口 １ ０ １ に 吸 着 し て 吸 気 口 １ ０ １ を 塞 ぐ こ と は な い た め 、 空 気 の 吸 入 に  
有 利 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 図 ４ は 本 発 明 に 係 る 下 側 ハ ウ ジ ン グ １ ２ の 構 造 概 略 図 で あ る 。 ハ ウ ジ ン グ １ ０ は 、 上 側  
ハ ウ ジ ン グ １ １ と 下 側 ハ ウ ジ ン グ １ ２ を 備 え 、 上 側 ハ ウ ジ ン グ １ １ と 下 側 ハ ウ ジ ン グ １ ２  
は 、 収 納 室 を 形 成 す る よ う に 囲 み 、 突 起 部 １ １ １ が 上 側 ハ ウ ジ ン グ １ １ に 設 け ら れ る 。 片  
持 ち ア ー ム は 下 側 ハ ウ ジ ン グ １ ２ に 接 続 さ れ る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 片 持 ち ア ー ム は 、 吸 気 端 に お い て 下 側 ハ ウ ジ ン グ １ ２ に 接 続 さ れ 、 そ し て 、 下 側 ハ ウ ジ  
ン グ １ ２ か ら 離 れ る 上 側 ハ ウ ジ ン グ １ １ 側 に 曲 が り 、 片 持 ち ア ー ム が 突 起 部 １ １ １ の 上 方  
を 経 由 し て 排 気 端 へ 延 伸 す る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 片 持 ち ア ー ム は 、 上 側 ハ ウ ジ ン グ １ １ と 一 緒 に 、 マ ス ク を 挟 持 す る よ う に な る 。 下 側 ハ  
ウ ジ ン グ １ ２ に は 仕 切 板 １ ２ １ が 設 け ら れ 、 該 仕 切 板 に よ っ て 収 納 室 が 通 気 室 １ ０ ３ と 回  
路 室 １ ０ ４ に 区 画 さ れ 、 電 動 フ ァ ン ２ ０ が 通 気 室 １ ０ ３ 内 に 装 着 さ れ 、 吸 気 口 １ ０ １ 及 び  
排 気 口 １ ０ ２ が い ず れ も 通 気 室 １ ０ ３ に 連 通 す る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 該 仕 切 板 １ ２ １ は 、 電 動 フ ァ ン ２ ０ と 回 路 室 １ ０ ４ 内 の 部 品 を 保 護 す る こ と が で き る 。  
回 路 基 板 ４ １ と 電 池 ４ ２ は い ず れ も 回 路 室 １ ０ ４ 内 に 装 着 さ れ 、 仕 切 板 １ ２ １ に 回 線 通 過  
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用 切 欠 き １ ０ ５ が 設 け ら れ る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 キ ー ４ ３ 及 び Ｕ Ｓ Ｂ イ ン タ ー フ ェ ー ス ４ ４ は 、 い ず れ も 回 路 基 板 ４ １ に 電 気 的 に 接 続 さ  
れ 、 下 側 ハ ウ ジ ン グ １ ２ に は 、 キ ー ４ ３ と Ｕ Ｓ Ｂ イ ン タ ー フ ェ ー ス ４ ４ を そ れ ぞ れ 露 出 さ  
せ る キ ー 孔 と イ ン タ ー フ ェ ー ス 孔 が 設 け ら れ る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 電 動 フ ァ ン ２ ０ と 、 電 池 ４ ２ と 、 キ ー ４ ３ と 、 Ｕ Ｓ Ｂ イ ン タ ー フ ェ ー ス ４ ４ と は 、 い ず  
れ も 回 路 基 板 ４ １ に 電 気 的 に 接 続 さ れ る 。 電 動 フ ァ ン ２ ０ と 回 路 基 板 ４ １ を 接 続 す る 回 線  
は 、 仕 切 板 １ ２ １ に 設 け ら れ た 回 線 通 過 用 切 欠 き １ ０ ５ を 通 る 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
　 ま た 、 Ｕ Ｓ Ｂ イ ン タ ー フ ェ ー ス ４ ４ を 介 し て 電 池 ４ ２ に 充 電 し 、 且 つ 回 路 基 板 ４ １ と デ  
ー タ 通 信 を 行 う こ と が で き る 。 ま た 、 キ ー ４ ３ に よ り 、 電 動 フ ァ ン ２ ０ の 動 作 を 制 御 す る  
こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
　 ま た 、 排 気 端 に お い て 、 上 側 ハ ウ ジ ン グ １ １ 及 び 下 側 ハ ウ ジ ン グ １ ２ の い ず れ に も 排 気  
口 １ ０ ２ が 設 け ら れ る 。 排 気 端 は 半 円 形 で あ っ て も よ い 。 排 気 口 １ ０ ２ は 、 排 気 端 に お い  
て キ ー ４ ３ の 反 対 側 に 設 け ら れ る 。 キ ー ４ ３ を ハ ウ ジ ン グ １ ０ の 上 側 に し て 上 側 ハ ウ ジ ン  
グ １ １ を 見 れ ば 、 排 気 口 １ ０ ２ は 、 ハ ウ ジ ン グ １ ０ の 右 下 の 隅 部 に 位 置 す る 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
　 こ の よ う に 、 ユ ー ザ は 、 ハ ウ ジ ン グ １ ０ を マ ス ク の 右 側 の 辺 か ら 呼 吸 用 空 間 内 に 挿 入 す  
る 場 合 、 図 ５ に 示 す よ う に 、 ク リ ッ プ ３ ０ が マ ス ク の 外 側 に 位 置 し 、 排 気 口 １ ０ ２ が ハ ウ  
ジ ン グ １ ０ の 下 部 に 位 置 す る た め 、 排 気 口 １ ０ ２ か ら 排 出 さ れ た 空 気 は 直 接 に 鼻 孔 に 吹 く  
こ と が な い よ う に す る こ と が で き 、 マ ス ク 用 換 気 装 置 １ ０ ０ の 使 用 上 の 快 適 性 が 改 善 さ れ  
る 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
　 こ の 場 合 、 マ ス ク 用 換 気 装 置 の 全 長 は 、 ユ ー ザ が ハ ウ ジ ン グ を マ ス ク の 右 側 の 辺 か ら 呼  
吸 用 空 間 内 に 挿 入 す る 場 合 、 前 記 ク リ ッ プ が マ ス ク の 外 側 に 位 置 し 、 排 気 口 が ハ ウ ジ ン グ  
の 下 部 に 位 置 す る た め 、 排 気 口 か ら 排 出 さ れ た 空 気 は 直 接 に 鼻 孔 に 吹 く こ と が な い よ う に  
で き る 、 ５ ０ ｍ ｍ 乃 至 ８ ０ ｍ ｍ 程 度 の 長 さ が 好 ま し い 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
　 電 動 フ ァ ン ２ ０ は 収 納 室 内 の 吸 気 端 に 装 着 さ れ 、 羽 根 ２ １ と 、 回 転 軸 ２ ２ と 、 軸 ス リ ー  
ブ ２ ３ と 、 駆 動 装 置 ２ ４ と 、 止 め 輪 ２ ５ と 、 シ ー ル リ ン グ ２ ６ と を 備 え る 。 軸 ス リ ー ブ ２  
３ は 下 側 ハ ウ ジ ン グ １ ２ に 固 定 装 着 さ れ 、 回 転 軸 ２ ２ は 軸 ス リ ー ブ ２ ３ を 貫 通 す る よ う に  
設 け ら れ 、 羽 根 ２ １ は 回 転 軸 ２ ２ に 固 定 接 続 さ れ 、 駆 動 装 置 ２ ４ は 下 側 ハ ウ ジ ン グ １ ２ に  
装 着 さ れ 、 駆 動 装 置 ２ ４ は 羽 根 ２ １ に 接 続 さ れ 羽 根 ２ １ の 回 転 を 駆 動 す る 。 羽 根 ２ １ は 、  
回 転 軸 ２ ２ を 介 し て 下 側 ハ ウ ジ ン グ １ ２ に 回 転 可 能 に 設 け ら れ る 。 軸 ス リ ー ブ ２ ３ は 、 回  
転 軸 ２ ２ の 受 け る 摩 擦 力 を 低 減 さ せ る こ と が で き る 。 軸 ス リ ー ブ ２ ３ は 銅 合 金 で 製 造 さ れ  
て も よ い 。
【 ０ ０ ４ ０ 】
　 駆 動 装 置 ２ ４ は 、 回 路 基 板 ４ １ に 電 気 的 に 接 続 さ れ る 。 駆 動 装 置 ２ ４ は 、 協 働 す る モ ー  
タ ２ ４ １ と マ グ ネ ッ ト リ ン グ ２ ４ ２ と を 備 え 、 モ ー タ ２ ４ １ が 下 側 ハ ウ ジ ン グ １ ２ に 固 定  
装 着 さ れ 、 マ グ ネ ッ ト リ ン グ ２ ４ ２ が 羽 根 ２ １ に 固 定 接 続 さ れ 、 回 転 軸 ２ ２ の 一 端 が 羽 根  
２ １ に 接 続 さ れ 、 他 端 が 止 め 輪 ２ ５ に 接 続 さ れ 、 軸 ス リ ー ブ ２ ３ が 羽 根 ２ １ と 止 め 輪 ２ ５  
と の 間 に 配 置 さ れ 、 シ ー ル リ ン グ ２ ６ が 回 転 軸 ２ ２ に お い て 羽 根 ２ １ と 軸 ス リ ー ブ ２ ３ と  
の 間 に 配 置 さ れ る 。 モ ー タ ２ ４ １ は 、 駆 動 装 置 ２ ４ の 定 子 と し て も よ く 、 マ グ ネ ッ ト リ ン  
グ ２ ４ ２ の 回 転 を 駆 動 し て 、 羽 根 ２ １ を 回 転 さ せ る 。
【 ０ ０ ４ １ 】
　 止 め 輪 ２ ５ は 、 軸 ス リ ー ブ ２ ３ か ら の 回 転 軸 ２ ２ の 脱 出 を 防 止 す る こ と が で き る 。 シ ー  
ル リ ン グ ２ ６ は 、 軸 ス リ ー ブ ２ ３ に 含 ま れ る 、 又 は 軸 ス リ ー ブ ２ ３ の 下 方 に お け る オ イ ル  
系 物 質 （ 例 え ば 潤 滑 油 ） が 羽 根 ２ １ の 設 置 箇 所 に 入 り 、 さ ら に 空 気 に つ い て い き 人 体 に 進  
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入 し て 健 康 に 影 響 す る こ と を 防 止 で き る 。 幾 つ か の 例 示 に お い て 、 駆 動 装 置 ２ ４ は 、 従 来  
の 標 準 的 な 電 動 機 で あ っ て も よ い 。
【 ０ ０ ４ ２ 】
　 図 ５ （ ａ ） は 、 本 発 明 に か か る マ ス ク 用 換 気 装 置 を マ ス ク に 装 着 し た 側 方 か ら の 概 略 図  
で あ り 、 （ ｂ ） は 装 着 状 態 を 上 か ら み た 概 略 図 で あ る 。 本 実 施 例 に お い て 、 該 マ ス ク 用 換  
気 装 置 １ ０ ０ は 、 図 ５ （ ａ ） 及 び （ ｂ ） に 示 す よ う に 、 マ ス ク の 側 方 か ら 差 し 入 れ ら れ 、  
前 記 ク リ ッ プ ３ ０ に よ り 前 記 マ ス ク に 挟 持 さ れ る も の で あ り 、 前 記 マ ス ク に 囲 ま れ て 形 成  
さ れ た 呼 吸 用 空 間 内 に 、 前 記 電 動 フ ァ ン ２ ０ の 駆 動 に よ り 、 前 記 マ ス ク 外 の 新 鮮 な 空 気 が  
素 早 く マ ス ク を 介 し て 呼 吸 用 空 間 内 に 吸 入 さ れ 、 呼 吸 用 空 間 内 の 濁 っ た 空 気 が 素 早 く マ ス  
ク 外 に 排 出 さ れ る よ う に 、 呼 吸 用 空 間 内 の 空 気 流 通 速 度 を 向 上 さ せ る た め 、 ユ ー ザ の 呼 吸  
に サ ポ ー ト し 、 マ ス ク 着 用 時 の 快 適 性 を 改 善 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ４ ３ 】
　 ま た 、 図 ５ （ ｂ ） に 示 す よ う に 、 マ ス ク の 側 方 端 を ク リ ッ プ ３ ０ の 湾 曲 部 に 巻 き 込 む よ  
う に 装 着 で き る の で 、 電 動 フ ァ ン ２ ０ の 駆 動 に よ り 、 マ ス ク 外 の 新 鮮 な 空 気 が マ ス ク を 介  
し て 呼 吸 用 空 間 内 に 吸 入 さ れ る 際 に は 、 前 記 マ ス ク 外 の 新 鮮 な 空 気 は 直 接 マ ス ク 内 に 吸 入  
さ れ る の で は な く 、 マ ス ク を 通 し て 吸 入 さ れ る た め 、 衛 生 的 で あ る 。
【 ０ ０ ４ ４ 】
　 前 記 実 施 例 は 、 明 ら か に 本 願 の 実 施 例 の 一 部 の み で あ り 、 実 施 例 の 全 体 で は な い 。 図 面  
に 本 願 の 好 ま し い 実 施 例 が 示 さ れ て い る が 、 本 願 の 実 用 新 案 の 範 囲 が 限 定 さ れ て い な い 。  
本 願 は 数 多 く の 異 な る 方 式 で 実 現 可 能 で あ り 、 こ れ に 対 し て 、 こ れ ら 実 施 例 を 提 供 す る の  
は 、 本 願 の 開 示 内 容 を よ り 全 面 的 、 徹 底 的 に 理 解 す る た め で あ る 。
【 ０ ０ ４ ５ 】
　 前 記 実 施 例 を 参 照 と し て 本 願 を 詳 し く 説 明 し た が 、 当 業 者 に と っ て 依 然 と し て 、 具 体 的  
な 各 前 記 実 施 形 態 に 記 載 の 方 案 を 変 更 し 、 又 は そ の 特 徴 の 一 部 を 等 価 に 取 り 替 え る こ と が  
で き る 。 本 願 明 細 書 及 び 図 面 内 容 に よ り 形 成 し た 等 価 構 造 は 、 他 の 関 連 技 術 分 野 に 直 接 又  
は 間 接 に 使 用 さ れ れ ば 、 い ず れ も 同 様 に 本 願 の 保 護 範 囲 に 入 る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ４ ６ 】
１ ０ ０ … マ ス ク 用 換 気 装 置
１ ０ … ハ ウ ジ ン グ
１ ０ １ … 吸 気 口
１ ０ ２ … 排 気 口
１ ０ ３ … 通 気 室
１ ０ ４ … 回 路 室
１ ０ ５ … 回 線 通 過 用 切 欠 き
１ １ … 上 側 ハ ウ ジ ン グ
　 １ １ １ … 突 起 部
１ ２ … 下 側 ハ ウ ジ ン グ
　 １ ２ １ … 仕 切 板
２ ０ … 電 動 フ ァ ン
２ １ … 羽 根
２ ２ … 回 転 軸
２ ３ … 軸 ス リ ー ブ
２ ４ … 駆 動 装 置
　 ２ ４ １ … モ ー タ
　 ２ ４ ２ … マ グ ネ ッ ト リ ン グ
２ ５ … 止 め 輪
２ ６ … シ ー ル リ ン グ
３ ０ … ク リ ッ プ
４ １ … 回 路 基 板
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４ ２ … 電 池
４ ３ … キ ー
４ ４ … Ｕ Ｓ Ｂ イ ン タ ー フ ェ ー ス
【 図 面 】
【 図 １ 】 【 図 ２ 】
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【 図 ３ 】 【 図 ４ 】

【 図 ５ 】
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